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愛
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祭
り
2
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1
0
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愛
南
町
の
旬
の
特
産
品
を
P
R
す
る
物
販
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
今
年
は
じ

め
て
「
愛
南
び
や
び
や
祭
り
2
0
1
0
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
あ

い
に
く
の
悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
県
内
外
か
ら
約
1
万
人
の
来
場
者
で

大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

愛
南
漁
協
本
所
で
開
催
さ
れ
た
「
愛
南
び
や
び
や
祭
り
2
0
1
0
」
は
、

前
日
水
揚
げ
さ
れ
た
約
2
0
0
0
匹
の
カ
ツ
オ
が
格
安
で
販
売
さ
れ
、
新
鮮

な
カ
ツ
オ
を
求
め
て
多
く
の
買
い
物
客
が
行
列
を
作
っ
て
並
び
ま
し
た
。
特

産
品
販
売
ブ
ー
ス
で
は
、
カ
ツ
オ
の
刺
身
や
た
た
き
、
じ
ゃ
こ
天
、
ヒ
オ
ウ

ギ
貝
の
浜
焼
き
な
ど
、
数
多
く
の
自
慢
の
品
々
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

ほ
か
「
魚
の
つ
か
み
取
り
コ
ー
ナ
ー
」
や
「
愛
南
ゴ
ー
ル
ド
ジ
ュ
ー
ス
し
ぼ

り
コ
ー
ナ
ー
」
は
大
勢
の
家
族
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
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特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
続
い
て
、
「
ウ
ル

ト
ラ
ク
イ
ズ
ぎ
ょ
シ
ョ
ッ
ク
愛
媛
大
学
」
、
「
夏
井
い
つ
き
の
一
句
一
遊
ス

ペ
シ
ャ
ル
句
会
ラ
イ
ブ
」
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
「
愛
南
愛
あ
い
大

使
」
審
査
会
も
行
わ
れ
、
応
募
し
た
男
女
11
名
の
中
か
ら
、
中
田
美み

か加
さ
ん

（
御
荘
長
月
）
、
佐
々
木
麻ま

り

え

莉
絵
さ
ん
（
御
荘
平
城
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

 

「
び
や
び
や
」
と
は
、
町
内
一
部
地
域
の
浜
言
葉
で
「
新
鮮
な
」
と
い
う

意
味
で
す
。
愛
南
町
に
は
、
四
国
一
の
水
揚
げ
を
誇
る
「
カ
ツ
オ
」
、
日
本

の
1
〜
2
割
の
生
産
量
が
あ
る
「
鯛
」
、
日
本
一
の
生
産
量
が
あ
る
「
愛
南

ゴ
ー
ル
ド
（
河
内
晩
柑
）
」
な
ど
自
慢
で
き
る
新
鮮
な
特
産
品
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
来
場
者
の
方
々
に
は
「
食
材
の
宝
庫 

愛
南
町
」
を
十
分
に
楽
し

ん
で
も
ら
え
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 

「
愛
南
び
や
び
や
祭
り
」
は
、
毎
年
5
月
の
第
4

日
曜
日
に
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
次
回
も

多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

愛南愛あい大使に選ばれた
佐々木さん(左)と中田さん(右)


